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改
築
中
の
新
日
本
消
防
会

館
は
令
和
６
年
５
月
末
完
成

予
定
で
す
。
こ
の
新
会
館
は
、

日
本
消
防
の
総
合
的
な
中
核

拠
点
と
し
て
、
消
防
関
係
者

は
も
と
よ
り
、
一
般
の
方
々

に
も
消
防
防
災
活
動
を
身
近

に
感
じ
て
頂
け
る
よ
う
に
す

る
な
ど
、
で
き
る
限
り
さ
ま

ざ
ま
な
活
用
を
し
て
日
本
消

防
の
一
層
の
発
展
に
、
さ
ら

に
は
全
国
地
方
自
治
の
発
展

等
に
も
貢
献
で
き
る
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
新
会
館
の
完
成

時
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

何
を
実
施
す
る
か
、
１
階
の

情
報
セ
ン
タ
ー
に
は
何
を
展

示
す
る
か
等
、
開
館
に
向
け

て
の
さ
ま
ざ
ま
な
準
備
は
、

い
ろ
い
ろ
な
方
々
の
ご
意
見

も
頂
き
な
が
ら
、
今
年
の
早

い
時
期
に
進
め
て
お
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
新
会
館

の
活
用
は
、
今
年
の
準
備
如

何
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

勿
論
、
一
方
で
、
こ
れ
ま

で
と
は
様
相
を
異
に
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
、
そ
し
て
大
規
模

な
災
害
の
発
生
に
対
し
、
社

会
環
境
の
変
化
に
も
応
じ
な

が
ら
、
必
要
な
対
応
を
進
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
に
は
、
極
め
て
広
範

な
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
が
必
要

で
す
が
、
人
的
な
体
制
整
備

の
面
で
は
、
減
少
傾
向
が
益

々
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
消

防
団
員
の
増
員
確
保
が
大
き

な
課
題
で
す
。
昨
年
、
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
は
、
日
消
内

に
消
防
団
員
確
保
対
策
推
進

本
部
を
設
け
、
消
防
団
の
重

要
性
や
具
体
的
な
活
動
等
に

つ
い
て
の
Ｐ
Ｒ
強
化
等
に
関

す
る
意
見
、
要
望
を
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。
簡
単
に
解
決

で
き
る
問
題
で
は
な
い
で
し

ょ
う
が
、
近
年
つ
づ
け
て
い

ま
す
地
域
の
皆
さ
ん
総
参
加

総
活
躍
の
地
域
防
災
力
強
化

等
も
関
連
が
あ
る
と
思
い
な

が
ら
、
全
国
の
消
防
団
、
市

町
村
等
の
皆
様
と
と
も
に
努

力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で

し
ょ
う
。
勿
論
、
新
し
い
技

術
を
活
用
す
る
装
備
の
導

入
、
災
害
関
連
の
情
報
環
境

の
改
善
等
に
も
関
心
を
払
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
な
か
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
問

題
へ
の
対
応
が
業
務
運
営
に

影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
全

国
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
を
つ
づ

け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
昨
年
の
全
国
消
防
操

法
大
会
は
参
加
し
て
頂
く
方

々
の
人
数
は
縮
小
し
、
前
日

の
激
励
交
流
会
、
防
災
展
、

物
産
展
は
と
り
や
め
と
し
な

が
ら
、
操
法
実
技
を
競
う
大

会
と
し
て
は
完
璧
に
行
う
こ

と
と
し
ま
し
た
。
や
っ
ぱ
り
、

や
っ
て
よ
か
っ
た
と
い
え
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
女
性
消
防
団
員
の
皆
さ

ん
の
全
国
大
会
も
何
と
か
開

催
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

具
体
的
な
業
務
運
営
に
つ
い

て
は
い
ろ
い
ろ
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
得

る
の
で
し
ょ
う
が
、
周
辺
環

境
や
安
全
確
保
に
は
で
き
る

限
り
配
慮
し
な
が
ら
、
し
か

し
、
消
防
に
と
っ
て
プ
ラ
ス

に
な
る
こ
と
の
実
現
に
は
努

力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で

し
ょ
う
。

　

今
年
も
い
ろ
い
ろ
な
課
題

が
あ
り
ま
す
が
、
全
国
の
消

防
関
係
の
皆
様
と
も
よ
く
ご

相
談
し
な
が
ら
、
前
進
す
る

よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

新
日
消
会
館
も
活
か
し
て

　
　

さ
ま
ざ
ま
な
対
応
前
進

公
益
財
団
法
人　
日
本
消
防
協
会　
会
長　

秋
本　

敏
文

　

茨
城
県
土
浦
市
消
防
団
で

は
、「
土
浦
市
消
防
団
親
睦
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
」
を
令
和
４
年

　

月
５
日
�
に
、
出
島
ゴ
ル

１０フ
ク
ラ
ブ
で
３
年
ぶ
り
に
開

催
し
ま
し
た
。

　

消
防
団
員
と
消
防
職
員
の

親
睦
及
び
体
力
向
上
並
び
に

消
防
団
員
の
活
性
化
を
図

り
、
消
防
活
動
の
一
層
の
充

実
を
期
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
お
り
、
土
浦
市
消
防
団

員
・
Ｏ
Ｂ
団
員　

名
、
土
浦

２２

市
消
防
本
部
職
員
・
Ｏ
Ｂ
職

員　

名
が
参
加
し
、
昔
話
や

１６
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
が
飛
び
出

し
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

令
和
４
年
５
月
７
日
�
に

市
内
のY

SK
e－com

シ
ル
ク
パ

ー
ク
で
、
山
梨
県
消
防
協
会

甲
府
地
区
支
部
主
催
に
よ

り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
地
区
支
部
の
消
防

本
部
と
３
市
１
町
の
消
防
団

ご
と
で
競
い
合
う
こ
と
か

ら
、
毎
年
、
白
熱
し
た
プ
レ

ー
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
関
係
で
、

本
部
・
他
の
消
防
団
と
の
交

流
も
ま
ま
な
ら
な
い
中
、
今

年
は
３
年
ぶ
り
に
大
会
が
開

催
で
き
、
大
い
に
親
睦
が
図

ら
れ
た
催
し
と
な
り
ま
し

た
。

　

名
、
大
山
崎
町
長
以
下
町

１７職
員
６
名
が
参
加
し
、
個
人

成
績
や
団
体
成
績
で
順
位
を

競
う
な
か
で
、
参
加
者
全
員

が
気
持
ち
の
良
い
汗
を
流
し
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

京
都
府
大
山
崎
町
消
防
団

で
は
、
令
和
４
年
度
大
山
崎

町
消
防
団
活
性
化
事
業
と
し

て
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
令

和
４
年
９
月　

日
�
に
、
京

１１

都
市
内
に
あ
る
キ
ョ
ー
イ
チ

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
パ
ー
ク

吉
祥
院
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
消
防
団
員
の
福

利
厚
生
事
業
の
一
環
と
し
て
、

運
動
競
技
を
実
施
し
、
消
防

団
活
動
の
活
性
化
並
び
に
団

員
相
互
の
団
結
と
体
力
向
上

を
目
的
と
し
て
お
り
、
当
日

は
大
山
崎
町
消
防
団
長
以
下

　

山
口
県
萩
市
消
防
団
で

は
、「
第　

回
親
睦
球
技
大

１６

会
」
を
令
和
４
年
７
月
９
日

�
に
、
萩
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー

ク
萩
武
道
館
で
開
催
し
ま
し

た
。
本
大
会
は
、
萩
市
女
性

消
防
団
員
と
萩
市
各
女
性
防

火
ク
ラ
ブ
員
及
び
阿
武
町
女

性
消
防
団
員
が
球
技
大
会

（
ペ
タ
ン
ク
）
を
通
じ
て
、

　

令
和
４
年
９
月
４
日
�

に
、
豊
岡
消
防
団
活
動
推
進

委
員
会
の
主
催
に
よ
る
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
、
消

防
団
員
・
事
務
局
職
員
の
計

　

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ

６６の
大
会
は
、
団
員
の
体
力
増

強
と
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
ゴ
ル
フ
大
会
と
毎

年
交
互
に
実
施
し
て
い
る
も

の
で
す
。

　

有
事
に
備
え
た
普
段
か
ら

の
体
力
錬
成
の
成
果
を
発
揮

し
、　

チ
ー
ム
が
ハ
イ
レ
ベ

１５

ル
な
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
こ

と
で
、
相
互
の
親
睦
だ
け
で

な
く
団
結
も
図
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

来
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
終
息
し
、

親
睦
が
大
い
に
図
ら
れ
る
ゴ

ル
フ
大
会
が
開
催
で
き
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

健
康
で
明
る
い
組
織
活
動
を

行
う
と
と
も
に
、
相
互
に
親

睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
お
り
、
萩
市
消
防
団
員

　

名
、
萩
市
女
性
ク
ラ
ブ
員

３０
　

名
、
阿
武
町
消
防
団
員
３

１５名
が
参
加
し
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

茨
城
県
土
浦
市
消
防
団

山
梨
県
中
央
市
消
防
団

京
都
府
大
山
崎
町
消
防
団

山
口
県
萩
市
消
防
団

兵
庫
県
豊
岡
市
豊
岡
消
防
団
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生
活
協
同
組
合
全
日
本
消

防
人
共
済
会
で
は
、
令
和
４

年　

月　

日
�
に
東
京
都
港

１２

２６

区
東
新
橋
ヤ
ク
ル
ト
本
社
ビ

ル
に
お
い
て
、
令
和
４
年
度

の
防
火
ポ
ス
タ
ー
と
「
防
火

防
災
に
関
す
る
」
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
の
表
彰
式
を
行
い
ま

し
た
。
秋
本
会
長
か
ら
両
コ

ン
ク
ー
ル
の
最
優
秀
賞
受
賞

者
に
賞
状
と
記
念
品
、
最
優

秀
賞
受
賞
者
の
在
籍
学
校
に

記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
皆
様
、
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。　
　

　

消
防
育
英
会
で
は
平
成　
２６

年
度
か
ら
消
防
育
英
会
支
援

自
動
販
売
機
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
総
務
省
を
は
じ
め
、

全
国
の
消
防
本
部
、
消
防
署
、

消
防
団
を
中
心
に
１
３
２
団

体
、
計
５
０
５
台
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
（
令
和
４
年　
 １１

月
末
日
現
在
）。　
　
　
　
　

　

飲
料
水
の
売
り
上
げ
の 

一
部
（
原
則
２
円
）
が
消 

防
育
英
会
に
寄
付
い
た
だ 

く
も
の
で
、
１
台
で
も
多 

く
の
設
置
を
お
願
い
し
て 

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

　

（
公
財
）
新
潟
県
消
防
協

会
は
、
令
和
４
年　

月　

日

１０

１６

�
、
新
潟
市
の
新
潟
東
映
ホ

次
郎
新
潟
県
副
知
事
を
は
じ

め
、
御
来
賓
の
皆
さ
ま
か
ら

追
悼
の
お
言
葉
を
頂
き
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

参
列
者
１
２
０
名
余
の
献

花
で
御
霊
の
安
ら
か
な
る
御

冥
福
を
お
祈
り
し
、
鈴
木
会

長
の
挨
拶
に
よ
り
式
典
は
終

了
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　

　

そ
の
後
、
慰
霊
社
で
あ
る

太
平
神
社
に
お
参
り
し
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
部
及
び
消
防
団
に
よ
る
車

両
及
び
消
防
職
団
員
連
携
に

よ
る
消
火
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。
消
防
団
防
災
学
習
・
災

害
活
動
車
両
は
火
災
現
場
へ

の
先
着
隊
と
し
て
消
防
団
幹

部
の
出
動
と
、
現
場
到
着
後

は
指
揮
所
と
し
て
初
期
消
火

を
行
う
消
防
団
の
指
揮
を
執

り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

　

３　

特
記
事
項　
　
　
　

　

コ
ロ
ナ
禍
で
各
種
訓
練
等

も
中
止
と
な
る
中
、
消
防
団

防
災
学
習
・
災
害
活
動
車
両

を
訓
練
参
加
者
に
広
く
Ｐ
Ｒ

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
消
火
活
動
の
み

な
ら
ず
救
助
活
動
を
想
定 

し
た
訓
練
な
ど
、
こ
れ
ま
で

の
消
防
団
資
機
材
で
は
実
施

で
き
な
か
っ
た
訓
練
も
企
画

す
る
こ
と
が
で
き
、
消
防
団

員
の
更
な
る
技
術
習
得
に
も

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま 

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

生
活
協
同
組
合
全
日
本
消

防
人
共
済
会
で
は
、
毎
年
全

国
の
中
学
生
を
対
象
と
し
た

「
防
火
防
災
に
関
す
る
」
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
っ
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

各
都
道
府
県
の
支
部
か
ら
、

「
消
防
団
、
明
る
く
元

気
な
地
域
と
と
も
に
」

を
作
文
の
テ
ー
マ
と
し
、
選

抜
さ
れ
た
作
品　

点
の
中
か

４６

ら
、
当
共
済
会
に
お
い
て
厳

正
な
審
査
を
行
っ
た
結
果
、

最
優
秀
賞
に
岩
手
県
大
槌
町

立
吉
里
吉
里
中
学
校
９
年
東

谷　

柚
月
さ
ん
の
作
品
が
選

ば
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

　

佳
作
以
上
の　

作
品
は
、

１０

「
防
火
防
災
に
関
す
る
」
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品
集

に
し
て
、
全
国
の
消
防
関
係

機
関
、
市
町
村
役
場
、
支
部

推
薦
中
学
校
等
へ
配
布
い
た

し
ま
す
。
今
年
度
も
た
く
さ

ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

　

生
活
協
同
組
合　
全
日
本
消

防
人
共
済
会
で
は
、小
学
校
４

年
生
以
上
か
ら
中
学
校
３
年

生
ま
で
を
対
象
と
し
た
防
火

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
を
毎

年
行
っ
て
い
ま
す
。　
　
　

　

今
年
度
も
各
都
道
府
県
の

支
部
か
ら
選
出
さ
れ
た
作
品

の
中
か
ら
、
第
１
次
審
査
及

び
第
２
次
審
査
を
厳
正
に
実

施
し
た
結
果
、
最
優
秀
賞
作

品
に
宮
城
県
蔵
王
町
立
宮
中

学
校
２
年　
山
口　

涼
菜
さ
ん

の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
作
品
に
つ
い
て

は
、令
和
４
年
度
全
国
統
一
防

火
標
語「
お
出
か
け
は　
マ

令和４年度の防火ポスターと「防火防災に関する」作文コンクールの最優秀賞受賞者、
学校関係者、受賞者のご家族と表彰式列席者

防火作文の部 最優秀賞東谷柚月さん 防火ポスターの部 最優秀賞山口涼菜さん

ス
ク
戸
締
り　
火
の
用
心
」

を
掲
載
し
、
令
和
４
年
度
の

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
に

あ
わ
せ
て
防
火
ポ
ス
タ
ー
と

し
て
全
国
に
配
布
い
た
し
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　

令
和
４
年
度
防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
者

最
優
秀
賞　
（
１
名
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
城
県　

蔵
王
町
立
宮
中
学
校　
　
　
　

２
年　

山
口　

涼
菜　

優　

秀　

賞　
（
３
名
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岐
阜
県　

輪
之
内
町
立
仁
木
小
学
校　
　

４
年　

田
中　

愛
理　

岩
手
県　

北
上
市
立
上
野
中
学
校　
　
　

３
年　

小
原　

結
葵　

長
崎
県　

壱
岐
市
立
石
田
中
学
校　
　
　

２
年　

田
町　

日
渚　

佳　
　

作　
　
（　

名
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１０

岐
阜
県　

大
垣
市
立
西
部
中
学
校　
　
　

３
年　

塚
口　

舞
海　

兵
庫
県　

高
砂
市
立
伊
保
南
小
学
校　
　

５
年　

石
井　

彩
心　

福
岡
県　

み
や
ま
市
立
南
小
学
校　
　
　

６
年　

因
幡　

花
菜　

熊
本
県　

宇
土
市
立
鶴
城
中
学
校　
　
　

３
年　

陳
内　

悠
羽　

香
川
県　

高
松
市
立
龍
雲
中
学
校　
　
　

３
年　

高
野　

颯
太　

新
潟
県　

長
岡
市
立
総
合
支
援
学
校　
　

中
学
部
１
年　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
頭　
　

聖　

山
梨
県　

富
士
吉
田
市
立
下
吉
田
第
二
小
学
校　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
年　

白
須　

稜
采　

栃
木
県　

壬
生
町
立
壬
生
小
学
校　
　
　

５
年　

北
原　
　

豪　

兵
庫
県　

高
砂
市
立
米
田
小
学
校　
　
　

６
年　

白
山　

美
里　

愛
媛
県　

大
洲
市
立
喜
多
小
学
校　
　
　

６
年　

新
口　

煌
月　

＝最優秀賞＝
宮城県蔵王町立宮中学校
　２年　山口　涼菜

最
優
秀
賞　
（
１
名
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
手
県　

大
槌
町
立
吉
里
吉
里
中
学
校　

９
年　

東
谷　

柚
月　

優　
秀　
賞　
（
２
名
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兵
庫
県　

加
東
市
立
東
条
学
園
小
中
学
校　

９
年　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

レ
イ
モ
ン
ド　

メ
イ　

鹿
児
島
県　

長
島
町
立
鷹
巣
中
学
校　
　

２
年　

石
元　

笑
愛　

佳　
　

作　

（
７
名
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

香
川
県　

綾
川
町
立
綾
川
中
学
校　
　
　

１
年　

太
巻　

凛
花　

埼
玉
県　

吉
川
市
立
吉
川
中
学
校　
　
　

３
年　

加
藤　

瑠
衣　

鹿
児
島
県　

い
ち
き
串
木
野
市
立
羽
島
中
学
校　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
年　

上　
　

裕
紀　

熊
本
県　

芦
北
町
立
佐
敷
中
学
校　
　
　

２
年　

井
上　

真
緒　

山
梨
県　

北
杜
市
立
甲
陵
中
学
校　
　
　

２
年　

山
田　

和
弥　

兵
庫
県　

西
脇
市
立
西
脇
東
中
学
校　
　

２
年　

長
井　

清
奈　

福
岡
県　

糸
島
市
立
前
原
東
中
学
校　
　

３
年　

薦
田　

里
菜　

令
和
４
年
度
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
者

＝
最
優
秀
賞
＝ 

岩
手
県
大
槌
町
立
吉
里
吉
里
中
学
校　

九
年　

東
谷　
柚
月
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■お問い合わせ先■
公益財団法人　消防育英会
〒１０５―００２１
東京都港区東新橋１―１―１９
電話　０３（６２６３）９７４８　
FAX　０３（６２６３）９８６３
E-mail:ikueikai@nissho.or.jp

〈埼玉県行田市消防本部に
設置された自動販売機〉

　

１　

概　

要　
　
　
　
　

　

行
田
市
消
防
フ
ェ
ア

　

日
時
�
令
和
４
年　

月
２

１０

日
�　

時
〜　

時　

分
（
午

１０

１１

３０

前
の
部
）
、　

時
分
〜　

時

１３

１４

　

分
（
午
後
の
部
）　
　
　

３０
　

場
所
�
行
田
市
消
防
本
部

訓
練
場　
　
　
　
　
　
　
　

　

対
象
者
�
市
内
在
住
の
小

学
生
以
下
の
子
供
と
そ
の
保

護
者
（
２
１
４
名
）　
　
　

　

２　

内　

容　
　
　
　
　

　

消
防
署
に
お
い
て
、
消
防

自
動
車
に
触
れ
各
種
業
務
を

体
験
す
る
こ
と
で
、
消
防
業

務
へ
の
理
解
を
図
る
と
と
も

に
、
市
民
へ
の
防
火
・
防
災

意
識
の
高
揚
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
等
の
普
及
を
目
的
に

実
施
し
た
。　
　
　
　
　
　

　

３　

特
記
事
項　
　
　
　

　

親
子
で
参
加
し
た
消
防 

フ
ェ
ア
を
通
じ
て
、
防
火
・

防
災
の
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
事
前

に
打
合
せ
を
行
う
と
と
も

に
、
当
日
は
消
防
団
員
と
消

防
職
員
が
協
力
し
、
緊
急
車

両
の
展
示
や
こ
れ
ま
で
の
消

防
団
資
機
材
で
は
実
施
で
き

な
か
っ
た
煙
体
験
等
も
企 

画
す
る
こ
と
が
で
き
た
。　

　

ま
た
、
訓
練
用
消
火
器
が

増
え
た
こ
と
に
よ
り
、
多
く

の
親
子
で
消
火
訓
練
も
実
施

で
き
た
。
今
後
も
防
災
学
習

車
を
使
用
し
地
域
住
民
へ
防

災
啓
発
を
行
っ
て
い
き
た

い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

１　

概　

要　
　
　
　
　

　

令
和
４
年
八
代
市
総
合 

防
災
訓
練　
　
　
　
　
　
　

　

日
時
�
令
和
４
年　

月
２

１０

日
�
８
時　

分
〜　

時　

分

３０

１２

１５

　

場
所
�
球
磨
川
河
川
敷　

　

対
象
者
�
市
・
国
・
県
・

関
係
団
体　

※
全　

団
体

２８

（
約
３
５
０
名
）　
　
　
　

　

２　

内　

容　
　
　
　
　

　

市
総
合
防
災
訓
練
に
お
い

て
地
震
に
よ
り
複
数
の
建
物

火
災
発
生
を
想
定
し
た
消
防

「消防団活動車・防災活動車」完成検査の様子

「消防団防災学習車・災害活動車¿」完成検査の様子

　

消
防
育
英
会
で
は
令
和
４

年　

月
１
日
か
ら
ホ
ー
ム 

１２
ペ
ー
ジ
を
一
新
し
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
い
た
し
ま
し
た
�　
　

　

Ｐ
Ｃ
を
は
じ
め
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
よ

う
な
様
々
な
サ
イ
ズ
の
端
末

か
ら
の
閲
覧
に
も
対
応
し
、

以
前
の
も
の
よ
り
視
認
性
、

操
作
性
、
利
便
性
に
優
れ
た

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
な
り
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

随
時
更
新
し
て
お
り
ま 

す
の
で
是
非
ご
覧
く
だ
さ 

い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

テ
ル
に
お
い
て
、
新
潟
県
内

の
御
遺
族
、
御
来
賓
、
新
潟

県
消
防
協
会
役
員
及
び
消
防

関
係
者
参
列
の
も
と
、
「
消

防
殉
職
者
慰
霊
祭
」
を
執
り

行
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　

　

鈴
木
守
新
潟
県
消
防
協
会

長
の
式
辞
に
続
き
、
橋
本
憲

　

日
本
消
防
協
会
で
は
、
全

国
各
地
の
消
防
団
に
対
し
、

「
消
防
団
活
動
車
・
防
災
活

動
車
」
と
「
消
防
団
防
災
学

習
車
・
災
害
活
動
車
Ⅱ
」
の

い
ず
れ
か
の
車
両
を
交
付
す

る
こ
と
に
よ
り
、
消
防
団
を

中
核
と
し
た
地
域
の
総
合
的

な
防
災
力
の
充
実
強
化
を
支

援
し
て
い
ま
す
。
令
和
４
年

　

月　

日
�
、　

月　

日
�

１１

１７

１２

１５

に
は
、
車
両
の
完
成
検
査
が

無
事
に
執
り
行
わ
れ
、
順
調

に
各
都
道
府
県
の
交
付
先
消

防
団
へ
の
納
車
に
向
け
て
手

続
き
が
進
ん
で
お
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●横浜市南消防団白菜キムチ等

�  「キムチ」本場韓国
の 特 製 神奈川県

金　正順

■TEL  ０４５（３０８）６５５８
■H.P.  https://happytreekitchen.oishii.biz/
〒２３２‐００２３　神奈川県横浜市南区真金町１‐３
　　　　　　HAPPY TREE KITCHEN

の交流広場

　この紙面は、各地の消
防団員の方々が心をこめ
て作られた特産物等を特
別な価格で提供している
ものです。
　是非ご利用ください。

★このページの掲載は無料となってい
ます。掲載を希望される方は、都道府
県消防協会へお問い合わせください。

消防団員

本広場は、ホームページからでもご覧いただけます。
ホームページ　https://www.nissho.or.jp

別注半纏・手ぬぐい・タオル

●市原市消防団

千葉県

宍倉 健明

別注、オリジナル品、
祭り衣装の事なら
当店にお任せください�

●習志野市消防団創業３０年！
居心地の良い昔ながらの
お好み焼き屋�

ポーポー天 千葉県

松村 洋平

●北茨城市消防団こだわりの逸品
大黒屋のさつま揚げ

大友 良市

大黒屋 さつま揚げ 茨城県粋2（いきいき）百姓シリーズ 栃木県

●さくら市消防団栃木県の
特産品を目指して

土屋 恭則

伝統工芸品「木曽漆器」長野県

●塩尻市消防団茶托、銘々皿、丸盆等

田口　浩

■TEL  ０２６４（３４）３１２５　　■FAX  ０２６４（３４）３１２５
〒３９９‐６３０３　長野県塩尻市大字奈良井７５番地７
　　　　　　匠の里モデル工房「田口漆工房」

信州松本名物山賊チャーハン 長野県

●松本市消防団百老亭の絶品

あつみちゃんトマト

■TEL  ０９０（８９５９）１７４９　　■FAX  ０５３１（３２）１９２２
■H.P.  https://atsumichan-tomato.com
■mail  mixer_atsumi@yahoo.co.jp
〒４４１‐３６１５　愛知県田原市中山町寺脇３ 
　　　　　　渥美半島とまとランド

愛知県

●田原市消防団

出井 健太郎小川 浩康

「にっぽんの宝物」最強素材
部門で特別賞を受賞！
農業日本一の田原市

「消防団」と記載してもらえれば１０％増量します。
900g  1890円～　　送料　600円～

白菜キムチ
　５００ｇ　５００円
　　１Ë　１,０００円

発送する地域によって送料が異なり
ますので、詳細はお問合せください。

ひとこと

本場韓国の家庭の味を手作りで送ります。店内では白菜キムチ、キ
ュウリキムチ、大根キムチやお総菜などを販売しています。是非一
度召し上がってください。

■TEL  ０４３６（６１）０００９　　■FAX  ０４３６（６１）０５７４
■H.P.  （ヤフー店） https://store.shopping.yahoo.co.jp/
　　　　　　　　maturi-wakuukann/
■H.P.  （カラミー店）https://wa-kuukann.shop-pro.jp/
■f.b.  https://www.facebook.com/maturiwakuukann
■mail  shishikura5298@yahoo.co.jp
〒２９９‐０１１１　千葉県市原市姉崎３３７ 宍倉呉服店

ひとこと

イベント半纏から祭り半纏まで、生地（綿・ポリエステル・正絹等）、
染（藍染・引染・反応奈染・顔料等）、プリント（シルクプリント・
インクジェット・昇華転写等）ご予算、用途に応じて作成いたしま
す。又、オリジナルＴシャツ等の別注品も数多く作成しておりま
す。当店フェイスブックに作成した一部商品を掲載しております。

『いきいき消防見たよ！』と言っていただければ、名前
刺繍サービス�

枚数、生地、染等で価格が異なりますので問い合わせ
ください。

■TEL  ０４７‐４５２‐２９５５
■H.P.  http://www.instagram.com/tenkyu_yatsu/
〒２７５‐００２６　千葉県習志野市谷津４‐６‐３０
　　　　　　お好み焼き・もんじゃ　天久

ひとこと

一言で表すと和風クレープです。
お好み焼きの生地を薄く伸ばし、
丸めて黒蜜につけて食べます。
〆に是非！！

県外からお越し頂いた消防団員の方
には、〆にポーポー天をサービスさ
せて頂きます�

■TEL  ０２９３（４６）０４９５　　■FAX  ０２９３（４６）６５９５
■H.P.  http://daikokuyasuisan.jp
〒３１９‐１７０１　茨城県北茨城市平潟町５８２
　　　　　　大黒屋水産食品株式会社

ひとこと

地元平潟港前にある手造りのさつま揚げ店です。昔ながらの石臼造
りで、きめ細やかなふわふわ食感のさつま揚げを販売しています。
あんこうと数種類の詰め合わせのコラボセットが大変喜ばれていま
す。是非ご賞味ください。

あんこう揚げ・いかげそ揚げ各１,３００円他 
数種類コラボセット１,３００円～３,９００円
送料別途
ご予算に応じてお詰め致します。

あんこう揚げ

いかげそ揚げ

■TEL  ０２８（６１２）１１３９　　■FAX  ０２８（６１２）１１６７
〒３２９‐１３３３　栃木県さくら市長久保１７１５
　　　　　　農業生産法人 匠屋株式会社

ひとこと

栃木県の特産品づくりを目指して、お米や麦、さつまいもなどを生
産し、加工から販売まで（６次産業化）を手掛けています。栃木県
オリジナルのもち麦「もち絹香」は、令和元年の大嘗祭に供納され
ました。もちもち・ぷちぷちとした食感が特徴で、麦独特の臭いも
少ないため、麦ごはんを食べなれていない方にもおすすめです。

販売時期や数量に限りがございますので、
お求めの方はお問い合わせください。
※配送等のサービスは行っていません。

ひとこと

創業昭和３６年、父から引継いだ伝統工芸の技術に磨きをかけてまい
りました。昔ながらの製法で小物漆器の製造・修理を行っています
ので、漆塗りの多彩な色合いを食卓の彩りとして是非お楽しみくだ
さい。

夫婦椀（４寸）　　14,000円（税込）
丸　盆（１尺）　　10,000円（税込）
 　　　　　　　　　※各種送料別

国宝松本城の月見櫓塗
替え修復を担当してお
り、３０余年学んできた
知識・技術を後世につ
なげるよう尽力してい
ます。

■TEL  ２６３（３２）４２２０　　■FAX  ０２６３（３９）０６８０
■H.P.  http://hyakuroutei.com
〒３９０‐０８７４　　
　長野県松本市大手２丁目３番１０号  中国料理 百老亭

ひとこと

松本城下にお店を構えて５１年。
中華街で修業を積んだ店主が作る山賊チャーハンは絶品です。

山賊焼きをのせたチャーハン。
山賊焼きはおもに長野県中信地方（松本
市・塩尻市など）を中心に食べられている
揚げ物。鶏肉を醤油ダレ（すりおろしたニ
ンニクやタマネギを効かせている）に漬け
込み、片栗粉をまぶして油で揚げている。

ひとこと

渥美半島とまとランドのオリジナルブランド「あつみちゃんトマ
ト」は味が濃く、うま味が強いトマトです。また皮が薄いので口の
中に残りにくくおやつ感覚でバクバク食べてしまいます。産直ＥＣ
サイト「ポケットマルシェ」「食べチョク」にて購入できます。購
入された方には「＃農カード」を同封します。

♯農カード

1,000円（税込）
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